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 TP を作成することで、自身の学生に対する指導・支援姿勢を改めて考え直すことができた。目先の業務をこな

すことに精一杯で、見落としている点が多いと感じたが、これを機に、再度学修内容や学修の進め方を検討してい

きたいと思った。 
氏名 内田 友乃 

家政学部家政学科の教育目標は、本学の教育目標と教育方針の下、「真心・努力・奉仕・感謝」の四大精神の実践を通して社会的に自立して生きていく上で必要

な①スキル・リテラシー・教養等に関する一般的知識・技能と②家政に関する専門的知識・技能と③建学の精神・社会人基礎力・pisa 型学力を統合的に身に付け、

社会に出てからは、これらの知識・技能をベースに生涯学習社会の中で自己の潜在能力をさらに開発しながら、職場と地域の課題解決に貢献できる人材を育成する

ことである。 

イ 家政学専攻の教育目標は、家政学部の教育目標の下、これからの社会の新しいライフスタイルのデザインを提案することによって、人々の日常生活を衣・食・

住の面から支援することのできる人材を育成することである。 

ロ 管理栄養士専攻の教育目標は、家政学部の教育目標の下、管理栄養士の資格を生かして、チーム医療、健康増進・疾病予防、食育・栄養指導又は健康をテーマ

にした食品の研究・開発等で活躍することによって、人々の日常生活を健康の面から支援することのできる人材を育成することである。 

ハ こどもの生活専攻の教育目標は、家政学部の教育目標の下、保育士・幼稚園教諭・小学校教諭の資格を生かして、こどもたちの学力および社会性・社会力の基

礎・基本を育てることによって、人々の日常生活を子育ての面から支援することができる人材を育成することである。 

１ 教育の責任 

科目名 開講期 受講者数 備考 
解剖・生理学Ⅰ 1 年前期（2019） 53 専門基礎分野（卒業・管理栄養士必須） 

解剖・生理学Ⅱ 1 年後期（2019） 51 専門基礎分野（卒業・管理栄養士必須） 

生理学実験 2 年前期（2019） 67 専門基礎分野（卒業・管理栄養士必須） 

臨床栄養学Ⅱ 2 年後期（2019） 64 専門分野（卒業・管理栄養士必須） 

管理栄養士への道 1 年前期（2019） 53 オムニバス 初年次教育 

他オムニバス科目 6 科目（管理栄養士特論、キャリア教育（臨床分野）、アウトリーチなど） 

私は、家政学部管理栄養士専攻の専任教員として、2019 年 3 月の時点で 8 年間（1

年休業）勤めている。8 年間の中で、オムニバス科目を含めて 12 科目担当してきた。

管理栄養士に必要な専門能力の基本となる知識・技能に関係する科目を主に担当し

ており、人体の構造と機能及び疾病の成り立ちの分野の『解剖生理学』を中心に、

座学と関連する実習を担当している。これらの基本の知識・技能を身につけること

で、様々な職域で活躍できる管理栄養士の礎になると信じて教育に従事している。

また初年次教育にも関わり、管理栄養士としてのキャリア形成を低学年より支援している。 

その他）教務指導、就職指導、学生指導、臨地実習指導、オープンキャンパス模擬授業、国家試験対策講座等も授業以外で担当している。 

２ 教育の理念と目的 

栄養学の専門的知識および技術を統合し、課題に対して必要な情報を収集・選択し、科学的視点を持って論理的に判断し、健全な発育・発達，健康の維持・増進、

疾病の発症予防・重症化予防、治療に貢献できる管理栄養士を養成したいと考えている。自身は基礎的な科目を担当することが多いため、まずは、人体の構成・し

くみの基礎や、正常な場合の体内の変化を理解してもらえるよう、分かりやすい授業展開を心掛けている。中学校や高校までの理科や生物の学修の上にある科目で

あることから、得意不得意が出やすい科目ではあるが、将来管理栄養士として他人に対して、個人にあったより適切な栄養ケアプランを実践する必要があるため、

他人に対して説明することで学生自身の理解を深めてもらえるように意識している。 

３ 教育方法 

① PCR シートと呼ばれる＜予習・本時の授業・復習＞を A3 一枚で実施する、オリジナルの授業用シートを作成し、活用している（添付資料 2）。予習では、提示

した教科書を調べれば簡単に回答できるものとしているが、より主体的な学修を促すため、教科書以外の出典にも目を向けさせている。そして、必ず出典を明らか

にし、振り返って学修できるようにしている。② 知識を授けることを中心に実施しがちであるが、授業内で 2 から 3 問程度、学生に考えさせ、他人と共有する時

間を設けている（添付資料 3）。『～についてまとめ、説明しなさい』などの問いを作り、相互に説明しあって、理解を深める工夫をしている。③ 授業内で疑問に

思ったことを自ら調べられるよう、疑問点などを記載する欄も設けている。④ 授業の最後に、『授業後テスト』ということで、授業内の理解を確認するための○×

式問題を配り、回答させる。×の問題を中心に復習をし、翌週『復習テスト』を実施し、知識の定着を図る工夫をしている（添付資料 4,5）。 

４ 授業改善の活動 

担当する全科目の授業アンケートを活用し、授業改善を行っている。リフレクションペーパーに授業に対する教員の課題を抽出し、具体的な改善案を明記し、学生

にフィードバックしている。授業担当当初は、『内容が多すぎる・覚えることが多い・進むスピード速い』といった学生の意見が多かったため、内容を見直し、教

科書で予習できる範囲は説明を短くしたり、『授業後テスト』や『復習テスト』を設けることで、授業回ごとに予習・復習する時間を意図的に増やしている。覚え

ることが多いことに変わりはないが、低学年次より復習する習慣が付くことでつまずきが少なくなると思い、努力させている。また、学生の理解度常に確認しなが

ら、説明を増やしたり、翌週に補足プリントを配って対応するようにしている（添付資料 6）。 

５ 学生の授業評価 

解剖・生理学Ⅰ，Ⅱ、生理学実験および臨床栄養学Ⅱについて、授業評価アンケートを実施した。ほとんどの項目で 5 段階評価の 4 以上であったことから、自身

の授業への取り組みについては評価されていると感じた（添付資料 7）。しかし、いずれの授業においても、一定数（3-5％程度）が質問のしやすさなどの評価が低

い学生がいることから、意図的に質問時間を設けるなど、授業内での対話の時間を今以上に設ける必要性を感じた。 

６ 学生の学修成果 

1 年次開講の解剖・生理学Ⅰ（前期）および解剖・生理学Ⅱ（後期）の本試験結果と毎時間実施する復習テスト（前週の内容を確認）を以下のようにまとめた。 

解剖・生理学Ⅰ：S 6％,A 6%,B 24%,C 24%,F 40%（うち 7 名（全体の 14％）が再履修）復習テスト平均点 6.2 点（10 点満点） 

解剖・生理学Ⅱ：S 12％,A 12%,B 20%,C 18%,F 37%（うち 5 名（全体の 10％）が再履修）復習テスト平均点 6.6 点（10 点満点） 

いずれの科目も、本試験の評価として、C および F 評価が多いことが分かった。また、再試験となる学生の割合

が 37-40％ということで、高いと感じた。 

授業内容の理解を問いている試験であるため、難易度を下げることは難しいが、全体の評価を上げるために、授

業や学生の取り組みを工夫する必要があると感じた。 

しかしながら、前期開講科目と比べ、後期では S および A 評価の学生が増えていることから、学修の仕方やこち

らの意図が通じれば、良い成績評価に繋がることが分かった。また、前週の内容を確認するための復習テストは

10 点満点中 6.2-6.9 点であり、全体の平均としては、6 割を超えている。さらに、復習テストで良い点である学生

の方が、期末試験の点数が良い、正の相関がみられた。このことから、日頃の予習・復習の積み重ねがいかに大

事であるかを学生に認識させる必要があると感じた。 

７ 授業科目に関連した教材開発 

授業内容に合わせた PCR シートを毎時間ごと作成している。また、授業後テストや復習テストを作成して、学生に実施している。必要に応じて、分かりやすい図

を示したり、補足説明のプリントを用意している。 



愛知学泉大学ティーチングポートフォリオ 

８ 指導力向上のための取り組み 

愛知学泉大学家政学部が主催する FD 研修会に参加し、教育改善の方策のヒントを得ている。FD 研修会への参加記録は添付資料 8 に示す。 

学外では、FD 研修に出向くよう、情報収集をしたり、参加するようにしている。 

９ 今後の目標 

短期的な目標としては、講義科目では、知識を授ける（説明・講義）時間が全体の 6 割程度であるため、学生同士のディスカッションの時間を長めに取ること、発

表して共有する場面を半分程度に増やしていきたい。実験実習科目では、レポートの書き方を説明しているが、実験終了後に教員も含めてディスカッションできる

時間を設け、実験をやりっぱなしにしない工夫もしていきたい。長期的な目標として、学生自身がもっと人体に興味を持ってもらえるような、授業展開を考えてい

きたいと考えている。 

10 添付資料 

添付資料１「シラバス」、添付資料 2「PCR シート①」、添付資料 3「PCR シート②」、添付資料 4「授業後テスト」、添付資料 5「復習テスト」、添付資料 6「補足

説明プリント」、添付資料 7「リフレクションペーパー」、添付資料 8「FD 研修会への参加記録」 


